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開
館
二
五
周
年
記
念×

世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
特
別
展
「
高
照
ら
す
み
や
こ
︱
描
か
れ
た
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」
︱
」
関
連
事
業

万
葉
古
代
学
特
別
講
座
「
古
代
日
本
の
都
」

二
〇
二
六
年
一
〇
月
三
一
日
（
土
）

万
葉
歌
と
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

井
上
さ
や
か

■
一
■

飛
鳥
宮

明
日
香
宮
よ
り
藤
原
宮
に
遷
居
り
し
後
に
、
志
貴
皇
子
の
作
り
ま
せ
る
御
歌

う

つ

し

き

の

み

こ

采
女
の
袖
吹
き
か
へ
す
明
日
香
風
都
を
遠
み
い
た
づ
ら
に
吹
く

（
巻
一
・
五
一
）

う

ね

め

あ

す

か

か

ぜ

従
明
日
香
宮
遷
居
藤
原
宮
之
後
志
貴
皇
子
御
作
歌

婇
女
乃

袖
吹
反

明
日
香
風

京
都
乎
遠
見

無
用
尒
布
久

※
万
葉
歌
碑

甘
樫
丘
中
腹

犬
養
孝
氏
揮
毫

昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
建
立

飛
鳥
京
跡

平
山
郁
夫
氏
揮
毫

平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
建
立

▼
奈
良
時
代
に
飛
鳥
宮
を
振
り
返
る
歌
々

神
岳
に
登
り
て
山
部
宿
禰
赤
人
の
作
れ
る
歌
一
首

并
せ
て
短
歌

か

む

を

か

や

ま

べ

の

す

く

ね

あ

か

ひ

と

三
諸
の

神
名
備
山
に

五
百
枝
さ
し

繁
に
生
ひ
た
る

つ
が
の
木
の

い
や
継
ぎ
継

み

も

ろ

か

む

な

び

い

ほ

え

し

じ

お

つ

つ

ぎ
に

玉
か
づ
ら

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

あ
り
つ
つ
も

止
ま
ず
通
は
む

明
日
香
の

や

あ

す

か

旧
き
京
師
は

山
高
み

河
雄
大
し

春
の
日
は

山
し
見
が
ほ
し

秋
の
夜
は

河
し

ふ

る

み

や

こ

か

は

と

ほ

し

ろ

よ

清
け
し

朝
雲
に

鶴
は
乱
れ

夕
霧
に

河
津
は
さ
わ
く

見
る
ご
と
に

哭
の
み
し

さ

や

あ

さ

ぐ

も

た

づ

み

だ

ゆ

ふ

ぎ

り

か

は

づ

ね

泣
か
ゆ

古

思
へ
ば

（
巻
三
・
三
二
四
）

い
に
し
へ

反
歌

明
日
香
河
川
淀
さ
ら
ず
立
つ
霧
の
念
ひ
過
ぐ
べ
き
恋
に
あ
ら
な
く
に
（
巻
三
・
三
二
五
）

あ

す

か

か

は

よ

ど

き

り

登
神
岳
山
部
宿
祢
赤
人
作
歌
一
首

并
短
歌

三
諸
乃

神
名
備
山
尓

五
百
枝
刺

繁
生
有

都
賀
乃
樹
乃

弥
継
嗣
尓

玉
葛

絶
事
無

在
管
裳

不
止
将
通

明
日
香
能

舊
京
師
者

山
高

三

河
登
保
志
呂
之

春
日
者

山
四
見
容
之

秋
夜
者

河
四
清
之

旦

雲
二

多
頭
羽
乱

夕
霧
丹

河
津
者
驟

毎
見
哭
耳
所
泣

古
思
者

反
歌

明
日
香
河

川
余
藤
不
去

立
霧
之

念
應
過

孤
悲
尓
不
有
國

幣
帛
を

奈
良
よ
り
出
で
て

水
蓼

穂
積
に
至
り

鳥
網
張
る

坂
手
を
過
ぎ

石
走

み

て

ぐ

ら

い

み

づ

た

で

ほ

づ

み

と

な

み

さ

か

て

い

は

ば

し

る

神
南
備
山
に

朝
宮
に

仕
へ
奉
り
て

吉
野
へ
と

入
り
坐
す
見
れ
ば

古

思

か

む

な

び

や

ま

つ

か

ま

つ

ま

い
に
し
へ
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ほ
ゆ

（
巻
十
三
・
三
二
三
〇
）

反
歌

月
も
日
も
か
は
り
行
け
ど
も
久
に
経
る
三
諸
の
山
の
離
宮
地

（
巻
十
三
・
三
二
三
一
）

つ

き

ひ

ひ

さ

ふ

み

も

ろ

と

つ

み

や
と
こ
ろ

右
は
二
首
。
た
だ
、
或
る
本
の
歌
に
曰
は
く
、
古
き
都
の
と
つ
宮
と
こ
ろ

帛
■

楢
従
出
而

水
蓼

穂
積
至

鳥
網
張

坂
手
乎
過

石
走

甘

口
＋
刂

南
備
山
丹

朝
宮

仕
奉
而

吉
野
部
登

入
座
見
者

古
所
念

反
歌

月
日

摂
友

久
経
流

三
諸
之
山

砺
津
宮
地

右
二
首
。
但
、
或
本
歌
曰
、
［
故
王
都
跡
津
宮
地
也
］

■
二
■

藤
原
京

藤
原
宮
の
御
井
の
歌

み

ゐ

や
す
み
し
し

わ
ご
大
王

高
照
ら
す

日
の
御
子

荒
栲
の

藤
井
が
原
に

大
御
門

お

ほ

き

み

み

こ

あ

ら

た

へ

お

ほ

み

か

ど

始
め
給
ひ
て

埴
安
の

堤
の
上
に

あ
り
立
た
し

見
し
給
へ
ば

は

に

や

す

め

大
和
の

青
香
具
山
は

日
の
経
の

大
御
門
に
春
山
と

繁
さ
び
立
て
り

あ

を

か

ぐ

や

ま

た

て

し

み

畝
火
の

こ
の
瑞
山
は

日
の
緯
の

大
御
門
に

瑞
山
と

山
さ
び
い
ま
す

う

ね

び

み

づ

よ

こ

耳
成
の

青
菅
山
は

背
面
の

大
御
門
に

宜
し
な
へ

神
さ
び
立
て
り

み

み

な

し

あ

を

す

が

や

ま

そ

と

も

よ

ろ

名
く
は
し

吉
野
の
山
は

影
面
の

大
御
門
ゆ

雲
居
に
そ

遠
く
あ
り
け
る

か

げ

と

も

く

も

ゐ

高
知
る
や

天
の
御
蔭

天
知
る
や

日
の
御
蔭
の

水
こ
そ
ば

常

に
あ
ら
め

あ

め

み

か

げ

あ

め

と
こ
し
へ

御
井
の
清
水

（
巻
一
・
五
二
）

み

ゐ

し

み

づ

短
歌

藤
原
の
大
宮
仕
へ
生
れ
つ
ぐ
や
処
女
が
と
も
は
羨
し
き
ろ
か
も

（
巻
一
・
五
三
）

あ

を

と

め

と

も

右
の
歌
は
、
作
者
い
ま
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。

つ
ば
ひ

藤
原
宮
御
井
歌

八
隅
知
之

和
期
大
王

高
照

日
之
皇
子

麁
妙
乃

藤
井
我
原
尒

大

御
門

始
賜
而
埴
安
乃

堤
上
尒

在
立
之

見
之
賜
者

日
本
乃

青
香

具
山
者

日
経
乃

大
御
門
尒

春
山
跡

之
美
佐
備
立
有

畝
火
乃

此

美
豆
山
者

日
緯
能

大
御
門
尒

弥
豆
山
跡

山
佐
備
伊
座

耳
高
之

青
菅
山
者

背
友
乃

大
御
門
尒

宜
名
倍

神
佐
備
立
有

名
細

吉
野

乃
山
者

影
友
乃

大
御
門
従

雲
居
尒
曽

遠
久
有
家
留

高
知
也

天

之
御
蔭

天
知
也

日
之
御
影
乃

水
許
曽
婆

常
尒
有
米

御
井
之
清
水

短
歌

藤
原
之

大
宮
都
加
倍

安
礼
衝
哉

處
女
之
友
者

乏
吉
呂
賀
聞
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▼
国
特
別
史
跡
「
藤
原
京
跡
」
＝
碁
盤
の
目
状
に
整
備
さ
れ
た
日
本
初
の
中
国
式
都
城

都
城
＝
中
国
を
始
原
と
す
る
条
坊
制
に
則
っ
て
設
計
さ
れ
た
首
都

※
宮
と
京

み

や

み
や
こ

▼
藤
原
京
か
ら
平
城
京
へ

和
銅
三
年
庚
戌
の
春
二
月
、
藤
原
宮
よ
り
寧
楽
宮
に
遷
り
ま
し
し
時
に
、
御
輿
を

か
う
じ
ゆ
つ

な

ら

の

み

や

う

つ

み

こ

し

長
屋
の
原
に
停
め
て
逈
か
に
古
郷
を
望
み
て
作
れ
る
歌
〔
一
書
に
云
は
く
、

な

が

や

と

ど

は

る

ふ

る

さ

と

太
上
天
皇
の
御
製
と
い
へ
り
〕

お
ほ
き
す
め
ら
み
こ
と

お
ほ
み
う
た

飛
鳥
の
明
日
香
の
里
を
置
き
て
去
な
ば
君
が
あ
た
り
は
見
え
ず
か
も
あ
ら
む
〔
一
は
云
は

と

ぶ

と

り

あ

す

か

い

く
、
君
が
あ
た
り
を
見
ず
て
か
も
あ
ら
む
〕

（
巻
一
・
七
八
）

和
銅
三
年
庚
戌
春
二
月
従
藤
原
宮
遷
于
寧
樂
宮
時
御
輿
停
長
屋
原
廻
望
古

郷
作
歌
〔
一
書
云
太
上
天
皇
御
製
〕

飛
鳥

明
日
香
能
里
乎

置
而
伊
奈
婆

君
之
當
者

不
所
見
香
聞
安
良
武

〔
一
云

君
之
當
乎

不
見
而
香
毛
安
良
牟
〕

或
る
本
の
、
藤
原
京
よ
り
寧
楽
宮
に
遷
れ
る
時
の
歌

天
皇
の

御
命
か
し
こ
み

柔
び
に
し

家
を
お
き

隠
泊
の

泊
瀬
の
川
に

舟
浮
け

お

ほ

き

み

み

こ

と

に

き

こ

も

り

く

は

つ

せ

う

て

わ
が
行
く
河
の

川
隈
の

八
十
隈
お
ち
ず

万
度

か
へ
り
見
し
つ
つ

玉
桙
の

か

は

く

ま

や

そ

よ
ろ
づ
た
び

た

ま

ほ

こ

道
行
き
暮
ら
し

あ
を
に
よ
し

奈
良
の
京
の

佐
保
川
に

い
行
き
至
り
て

わ
が

み
や
こ

さ

ほ

宿
た
る

衣
の
上
ゆ

朝
月
夜

さ
や
か
に
見
れ
ば

栲
の
穂
に

夜
の
霜
降
り

こ
ろ
も

あ

さ

づ

く

よ

た

へ

よ

る

盤
床
と

川
の
氷
凝
り

寒
き
夜
を

い
こ
ふ
こ
と
な
く

通
ひ
つ
つ

作
れ
る
家
に

い

は

と

こ

ひ

こ

ご

よ

千
代
に
ま
で

来
ま
せ
大
君
よ

わ
れ
も
通
は
む

（
巻
一
・
七
九
）

き

反
歌

あ
を
に
よ
し
寧
楽
の
家
に
は
万
代
に
わ
れ
も
通
は
む
忘
る
と
思
ふ
な

（
巻
一
・
八
〇
）

な

ら

よ

ろ

づ

よ

右
の
歌
は
、
作
主
い
ま
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。

或
本
従
藤
原
京
遷
于
寧
樂
宮
時
歌

天
皇
乃

御
命
畏
美

柔
備
尒
之

家
乎
擇

隠
國
乃

泊
瀬
乃
川
尒

舼
浮

而

吾
行
河
乃

川
隈
之

八
十
阿
不
落

万
段

顧
為
乍

玉
桙
乃

道
行

晩

青
丹
吉

楢
乃
京
師
乃

佐
保
川
尒

伊
去
至
而

我
宿
有

衣
乃
上
従

朝
月
夜

清
尒
見
者

栲
乃
穂
尒

夜
之
霜
落

磐
床
等

川
之
氷
凝

冷
夜

乎

息
言
無
久

通
乍

作
家
尒

千
代
二
手

来
座
多
公
与

吾
毛
通
武

反
歌

青
丹
吉

寧
樂
乃
家
尒
者

万
代
尒

吾
母
将
通

忘
跡
念
勿

右
歌
作
主
未
詳
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▼
藤
原
京
遷
都
（
『
日
本
書
紀
』
よ
り
）

高
市
皇
子
が
「
藤
原
宮
地
」
を
観
る

（
持
統
天
皇
四
年
十
月
二
十
九
日
）

天
皇
が
「
藤
原
宮
地
」
を
観
る

（
持
統
天
皇
四
年
十
二
月
十
九
日
）

使
者
を
派
遣
し
て
「
新
益
京
」
の
地
鎮
祭
を
行
う
（
持
統
天
皇
五
年
十
月
二
十
七
日
）

「
藤
原
宮
地
」
の
地
鎮
祭
を
行
う

（
持
統
天
皇
六
年
五
月
二
十
三
日
）

天
皇
が
「
藤
原
宮
地
」
を
観
る

（
持
統
天
皇
六
年
六
月
三
十
日
）

天
皇
が
「
藤
原
宮
地
」
に
行
幸
す
る

（
持
統
天
皇
七
年
八
月
一
日
）

「
藤
原
宮
」
に
「
遷
居
」
す
る

（
持
統
天
皇
八
年
十
二
月
六
日
）

▼
平
城
京
遷
都
（
『
続
日
本
紀
』
よ
り
）

戊
子
、
諸

王

臣
の
五
位
已
上
に

詔

し
て
、
遷
都
の
事
を
議
ら
し
め
た
ま
ふ
。

お
ほ
き
み
た
ち
お
み
た
ち

み
こ
と
の
り

せ

ん

と

は

か

（
慶
雲
四
年
二
月
十
九
日
）

戊
寅
、

詔

し
て
曰
は
く
、
「
（
中
略
）
方
に
今
、
平
城
の
地
、
四
禽
図
に
叶
ひ
、

み
こ
と
の
り

の
た
ま

ま

さ

い

ま

へ

い

ぜ

い

ち

し

き

む

と

か

な

三
山
鎮
を
作
し
、
亀
筮
並
に
従
ふ
。
（
後
略
）
」

（
和
銅
元
年
二
月
十
五
日
）

さ

む

さ

ん
し
づ
め

な

く

ゐ

ぜ

い
な
ら
び

し
た
が

辛
酉
、
始
め
て
都
を
平
城
に
遷
す
。

（
和
銅
三
年
三
月
十
日
）

は

じ

み
や
こ

な

ら

う

つ

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
特
別
史
跡

藤
原
京
跡
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

※
『
万
葉
集
』
は
原
則
と
し
て
、
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
「
万
葉
百
科
」https://m

anyo-hyakka.pref.nara.jp

に
拠
っ
た
。
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 1 

 
 

 

平
安
京
神
泉
苑
の
役
割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館 

主
任
研
究
員 

中
本
和 

■
神
泉
苑
（
し
ん
せ
ん
え
ん
）
と
は 

平
安
京
内
に
あ
る
饗
宴
施
設
で
あ
り
、
禁
苑
。
大
内
裏
の
南
（
左
京
三
条
一
坊
）
に
位
置
し
、
左
京
の

二
条
・
三
条
・
大
宮
・
壬
生
の
各
大
路
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
宴
会
・
舟
遊
び
・
遊
猟
（
釣
魚
・
捕
鳥
）・

観
射
・
観
馬
・
賦
詩
・
七
月
七
日
節
会
・
九
月
九
日
節
会
な
ど
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

一 

神
泉
苑
の
沿
革 

（
一
）
位
置
・
景
観 

位
置
・
基
本
的
性
格 

史
料
１
『
拾
芥
抄
』
巻
中
・
第
十
八 

宮
城
部 
諸
院 

神
泉
院 

 

神
泉

院
（
苑
）

〈
天
子
の
遊
覧
所
な
り
。
近
衛
次
将
を
以
て
、
別
当
と
為
す
。
乾
臨
閣

け
ん
り
ん
か
く

は
之
の
正
殿
を
謂

ふ
。（
金
岡

か
な
お
か

、
石
を
畳
む
）。
二
条
南
、
大
宮
西
八
町
（
三
条
北
壬
生
東
）。
善
女
龍
王
、
常
に
此
の
所

に
見
ゆ
。
上
代
、
公
卿
別
当
有
り
。
長
保

ち
ょ
う
ほ
う

年
中
道
綱
卿
、
之
に
補
す
。 

 

大
内
裏
の
南
に
造
営
さ
れ
た
禁
苑
（
図
・
１０
頁
） 

当
初
の
敷
地
は
二
条
通
か
ら
三
条
通
ま
で
、
南
北
四
町
（
約
五
〇
〇
ｍ
）
、
東
西
二
町
（
二
五
〇
ｍ
）。

池
（
直
径
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
と
し
た
大
庭
園
。
南
部
に
は
山
が
あ
る
。 

中
国
長
安
城
の
南
東
に
あ
っ
た
興
慶
宮
を
模
倣
し
た
も
の
。 

人
工
池
で
は
な
く
、
か
つ
て
湖
底
で
あ
っ
た
時
代
の
も
の
を
利
用
。 

縄
文
時
代
の
堆
積
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
神
泉
苑
の
池
は
自
然
の
も
の
。 

清
い
泉
が
湧
き
出
す
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

周
囲
に
柳
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
供
御
の
た
め
の
蔬
菜
・
樹
果
な
ど
が
栽
培
さ
れ
る
場
。 

「
凡
そ
神
泉
苑
の
廻
地
十
町
内
、
京
職
、
柳
を
栽 う

え
し
む
〈
」（『
延
喜
式
』
弾
正
台
式 

神
泉
苑
条
）。 

 

禁
苑
：
神
泉
苑
が
禁
苑
の
代
表
的
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た 

史
料
２
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
（
三
一
四
） 

冬
日
於
二

神
泉
苑
一

同
賦
二

葉
下
風
枝
疎
一 

 

神
泉
苑
は
、
禁
苑
の
其
の
一
な
り
。
紅
林
は
地
広
く
、
楚
の
夢
を
胸
中
に
呑
む
。
緑
地
は
水
高
く
、

呉
江
を
眼
下
に
縮
む
。（
下
略
）。 

 

（
二
）
建
造
物 

乾
臨
閣
：
神
泉
苑
の
中
心
建
造
物 

史
料
３
『
大
内
裏
図
考
証
』
巻
第
四
之
上 

豊
楽
院 

 

（
上
略
）。 

 

豊
楽
殿

ぶ
ら
く
で
ん 

諸
図
書
、
倭
名
抄

わ
み
ょ
う
し
ょ
う

に
曰
く
、
豊
楽
殿
〈
豊
楽
院
の
正
殿
の
名
な
り
〉。
本
名
は
乾
臨
閣

け
ん
り
ん
か
く

な

り
。
後
に
乾
臨
閣
を
以
て
、
神
泉

し
ん
せ
ん

苑 え
ん

正
殿
の
名
と
為
す
の
時
、
豊
楽
を
以
て
此
の
殿
の
名
と
為
す
の
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み
な
り
。
古
本
拾
芥
抄
に
曰
く
、
匡 ま

さ

遠 と
お

本
、
豊
楽
殿
、
豊
楽
院
の
正
殿
に
し
て
、
元
は
乾
臨
閣
と
名

づ
く
。
而 し

か

る
に
、
神
泉
苑
正
殿
と
同
名
な
り
。
仍 よ

っ

て
之
を
改
む
〈
印
本
拾
芥
抄
、
此
の
文
錯
乱
し
、

義
通
ぜ
ず
〉。
又
図
に
曰
く
、
豊
楽
殿
九
間
四
面
、
文
亀
中
伝
写
図
に
曰
く
、
豊
楽
殿
九
問
四
面
〈
按

ず
る
に
、
諸
図
、
七
間
四
面
に
作
る
は
非
ざ
る
か
。
蓋
し
七
間
四
面
、
則
ち
東
西
廊
の
結
構
は
成
さ

ず
〉
。
南
都
諸
伝
図
に
曰
く
、
豊
楽
殿
、
元
の
名
は
乾
臨
閣
な
り
。
而
る
に
、
神
泉
苑
正
殿
の
名
と

為
す
に
よ
り
、
之
を
改
む
。
京
兆
図
に
曰
く
、
豊
楽
殿
、
豊
楽
院
の
正
殿
は
乾
臨
閣
と
名
づ
く
。
而

る
に
、
神
泉
苑
正
殿
、
同
名
な
り
。
故
に
之
を
改
む
。（
下
略
）。 

 

緑
釉
瓦
（
附
属
建
物
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
）
の
発
見 

こ
の
瓦
を
使
う
の
は
大
極
殿
や
豊
楽
殿
な
ど
国
家
の
中
心
的
な
施
設
。 

神
泉
苑
も
重
要
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

平
安
宮
豊
楽
院
の
正
殿
の
名
も
乾
臨
閣
。 

後
に
神
泉
苑
の
正
殿
を
乾
臨
閣
と
し
た
の
で
、
前
者
を
豊
楽
殿
と
改
称
。 

 

鴟
尾
：
鴟
尾
が
付
さ
れ
た
瓦
葺
き
の
屋
根 

史
料
４
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
十
一
月
二
十
二
日
条 

雷
。
地
震
。
大
鳥
一
、
神
泉
乾
臨
殿
の
東
の
鵄
尾
の
上
に
集
ふ
。 

 

左
右
閣
：
延
暦
二
十
三
年
に
は
左
右
の
閣
が
あ
っ
た 

史
料
５
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
八
月
壬
子
（
十
日
）
条 

暴
雨
大
風
。
中
院

ち
ゅ
う
い
ん

の
西
楼
、
倒
る
。
牛
を
打 だ

死 し

す
。
又
、
神
泉
苑
の
左
右
閣
・
京
中
の
盧
舍
を
墮
壊

し
、
諸
国
多
く
其
の
害
を
蒙
る
。 

 

建
築
状
況
：
創
建
後
も
整
備
継
続 

史
料
６
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
七
月
十
五
日
条 

飛
騨
国
を
し
て
、
匠
丁
卌
人
を
減
ら
し
、
六
十
人
を
貢
ぜ
し
む
。
朝
堂
院
・
神
泉
苑
を
作
る
の
間
、

去
る
貞
観
十
八
年
、
百
人
を
貢
ず
。
今
、
作
事
、
既
に
畢
ぬ
。
故
に
之
を
減
ら
す
。 

 

九
世
紀
中
頃
に
完
成 

利
用
が
本
格
化
す
る
延
暦
二
十
一
年
ま
で
は
、
大
規
模
な
整
備
が
継
続
し
た
可
能
性
が
高
い
。 

饗
宴
施
設
の
多
く
は
平
城
朝
で
完
成
。 

 

（
三
）
棲
息
動
物 

諸
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
祥
瑞
が
放
た
れ
て
い
た
。 

神
泉
苑
以
前
の
庭
園
で
は
見
え
な
い
。 

白
鹿
：
白
鹿
の
出
現
（
祥
瑞
）
は
天
皇
の
治
世
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
示
す 

史
料
７
『
文
徳
実
録
』
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
十
二
月
丁
酉
（
二
十
八
日
）
条 

美
作
国
、
白
鹿
を
献
ず
。
詔
し
て
神
泉
苑
に
放
つ
。 

史
料
８
『
三
代
実
録
』
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
五
月
二
十
六
日
条 

（
上
略
）。
神
泉
苑
の
裏
、
旧 ふ

る

く
は
鹿
を
放
つ
こ
と
有
り
。
是
の
日
、
白
鹿
を
生
む
。
遠
客
来
朝
し
、
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此
の
禎
祥
を
得
れ
ば
、
豈
懿

う
る
は

し
か
ら
ざ
ら
む
や
。 

 

鳥
：
史
料
４ 

 

魚 史
料
９
『
三
代
実
録
』
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
八
月
十
五
日
条 

天
皇
、
神
泉
苑
に
幸
し
、
魚
を
観
ゆ
。
木
工
寮
、
物
を
献
じ
、
信
濃
国
、
駒
を
貢
す
。
是
日
、
例
に
依
り
て

入
京
す
、
帝
、
閲
覧
す
る
意
有
り
て
此
の
苑
に
臨
幸
す
。
而
る
に
牧
司
懈
怠
し
、
遂
に
牽
き
来
た
ら
ず
。 

 

亀
：
祥
瑞
の
中
で
も
神
亀
は
大
瑞 

祥
瑞
を
見
せ
る
こ
と
で
天
皇
の
徳
を
示
す
。 

動
植
物
園
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
た
。 

史
料
10
『
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
七
月
六
日
条 

（
上
略
）。
是
の
日
、
綾
綺
・
仁
寿
両
殿
の
間
に
、
白
亀
一
を
獲
る
。
神
泉
苑
に
放
つ
。
（
下
略
）。 

 

神
竜
：
池
に
神
龍
が
い
た
と
の
伝
説 

史
料
11
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
六
月
二
十
三
日
条 

雨 ふ

ら
ざ
る
こ
と
数
旬
な
り
。
農
民
、

業
な
り
わ
い

を
失
ふ
。
経
を
転
じ
て
幣
を
走
る
。
仏
神
に
祈
請
す
る
こ
と
、

猶
未
だ
嘉
樹
を
得
ず
。
古
老
言 も

う

し
て
曰
く
、「
神
泉
の
池
中
に
神
竜
有
り
。
昔
年
の
炎
旱
、
草
を
焦
が
し
、

石
を
礫
に
す
。
水
を
决 さ

き
池
を
乾
す
。
鍾
鼓
の
声
を
発
す
れ
ば
、
時
に
応
へ
て
雷
雨
す
る
こ
と
、
必
然

の
験
な
り
。
是
に
お
い
て
勅
し
て
、
右
衛
門
権
佐
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
遠
経
を
遣
し
、
左
右
衛
門
府
官

人
衛
士
等
を
神
泉
苑
に
率
ひ
、
池
水
を
决
き
出
せ
し
む
。
正
五
位
下
行
雅
楽
頭
紀
朝
臣
有
常
、
諸
楽
人

を
率
ひ
、
竜
舟
を
泛
べ
、
鐘
鼓
を
陳
ぶ
。
或
は
歌
、
或
は
舞
な
り
。
聒
声

か
っ
せ
い

、
天
に
震
ふ
。 

 

観
馬
：
八
月
駒
牽
（
天
皇
に
よ
る
馬
の
御
覧
） 

史
料
12
『
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
八
月
十
五
日
条 

神
泉
苑
に
行
幸
す
。
先
に
釣
台
に
御
し
、
魚
を
観
て
網
を
下
す
、
獲
る
所
数
百
な
り
。
後
に
馬
埒
殿

に
御
し
、
信
濃
国
貢
ず
る
駒
を
閲
覧
す
。
文
人
を
喚
び
詩
を
賦
す
。
席
に
預
る
者
卅
人
な
り
。
木
工

寮
・
左
右
京
職
各
物
を
献
ず
。
日
暮
、
鸞
輿

ら

ん

よ

還
宮
す
。 

  

二 

神
泉
苑
の
創
設
と
時
期
区
分 

（
一
）
神
泉
苑
の
創
設 

都
城
内
の
広
大
な
禁
苑
は
、
王
権
に
よ
る
土
地
支
配
の
象
徴
。 

長
岡
京
の
例 

長
岡
京
の
時
代
に
官
司
に
園
池
を
与
え
た
と
あ
り
、
遷
都
以
前
に
存
在
し
た
施
設
の
池
の
可
能
性
。 

平
安
京
の
神
泉
苑
に
相
当
す
る
施
設
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 
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神
泉
苑
の
初
見 

史
料
13
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
七
月
乙
卯
（
十
九
日
）
条 

 

神
泉
に
幸
す
。 

 

桓
武
天
皇
の
行
幸
が
み
え
、
こ
の
頃
に
は
神
泉
苑
は
宴
遊
の
場
と
な
っ
て
い
た
。 

『
日
本
後
紀
』(
『
類
聚
国
史
』『
日
本
紀
略
』
逸
文
も
含
む)

に
、
延
暦
十
九
年
に
一
回
、
二
十
年
に

三
回
、
二
十
一
年
に
十
回
、
二
十
二
年
に
七
回
、
二
十
三
年
に
十
回
の
神
泉
苑
行
幸
を
確
認
で
き
る
。 

神
泉
苑
の
創
建
は
、
初
見
史
料
か
ら
あ
ま
り
遡
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
二
）
時
期
区
分 

三
期
に
区
分 

第
一
期 

桓
武
天
皇
～
仁
明
天
皇 

行
幸
や
釣
魚
・
鷹
狩
り
が
実
施
さ
れ
た
離
宮
と
し
て
利
用
さ
れ
た
時
期 

桓
武
は
私
的
空
間
と
し
て
利
用
。 

平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
・
仁
明
は
、
詩
宴
や
観
花
（
花
宴
）・
観
魚
を
行
っ
た
。 

特
に
、
詩
宴
の
場
と
し
て
用
い
た
。 

淳
和
朝
で
は
水
禽
の
遊
猟
の
場
と
し
て
も
用
い
た
。 

第
二
期 

文
徳
天
皇
～
醍
醐
天
皇 

御
遊
の
場
所
と
し
て
の
性
格
が
失
わ
れ
て
い
き
、
霊
場
化
し
て
い
く
時
期 

節
会
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
な
く
な
る
。 

文
徳
・
清
和
・
陽
成
は
神
泉
苑
を
ほ
と
ん
ど
利
用
せ
ず
。 

祈
雨
や
止
雨
、
旱
魃
の
際
の
池
の
水
の
開
放
に
用
い
ら
れ
た
。 

文
徳
朝
で
は
祥
瑞
を
放
つ
よ
う
に
な
る
。 

光
孝
朝
で
神
泉
苑
へ
の
行
幸
が
復
活
。 

第
三
期 

朱
雀
天
皇
～
安
徳
天
皇 

祈
雨
や
旱
魃
の
際
の
池
の
水
の
開
放
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
時
期 

離
宮
と
し
て
の
役
目
を
終
え
る
。 

治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
の
暴
風
雨
で
、
善
如
龍
王
が
飛
び
去
っ
た
と
の
噂
が
流
れ
る
。 

霊
場
と
し
て
の
意
義
も
失
わ
れ
て
い
く
。 

同
年
の
火
事
（
太
郎
焼
亡
）
に
よ
っ
て
神
泉
苑
は
ほ
ぼ
全
焼
。 

中
世
以
降 

平
安
末
期
に
は
池
の
規
模
が
縮
小
し
、
中
世
に
入
る
と
神
泉
苑
は
荒
廃
。 

さ
ら
に
、
二
条
城
の
築
城
な
ど
に
よ
り
、
著
し
く
縮
小
し
て
い
く
。 

  

三 

平
時
の
利
用 

広
大
な
敷
地
を
有
し
て
、
多
様
な
利
用
が
可
能
。 

（
一
）
宴 

宴
の
場 
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史
料
14
『
類
聚
国
史
』
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
八
月
癸
未
（
二
十
八
日
）
条 

神
泉
に
幸
す
。
五
位
已
上
に
宴
し
、
綿
を
賜
ふ
こ
と
差 し

な

有
り
。 

 

曲
宴 

史
料
15
『
類
聚
国
史
』・『
日
本
紀
略
』
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
五
月
戊
午
（
十
二
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
し
、
曲
宴
す
。
侍
臣
に
衣
被
を
賜
ふ
。 

 

和
歌
・
漢
詩
と
宴 

史
料
16
『
日
本
後
紀
』
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
九
月
戊
戌
（
十
九
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
勅
有
り
、
従
五
位
下
平
群
朝
臣
賀
是
麻
呂

か

ぜ

ま

ろ

を
し
て
和
歌
を
作
ら
せ
し
む
。
曰
く
、

「
い
か
に
ふ
く 

か
ぜ
に
あ
れ
ば
か 
お
お
し
ま
の 

お
ば
な
の
す
え
を 

ふ
き
む
す
び
た
る
」
と
。

皇
帝
歎
悦
し
、
即
ち
従
五
位
上
を
授
く
。（
下
略
）。 

 

史
料
17
『
類
聚
国
史
』・『
日
本
紀
略
』
大
同
五
年
（
八
一
〇
）
六
月
庚
午
（
二
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
勅
有
り
、
文
人
を
召
し
、
釣
台
の
詩
を
賦
せ
し
む
。
禄
を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。 

 

（
二
）
学
問 

神
泉
苑
論
議
：
儒
学
に
強
い
関
心
を
示
し
た
淳
和
朝
（
天
長
年
間
）
の
特
徴 

史
料
18
『
類
聚
国
史
』・『
政
事
要
略
』
釈
奠
・『
日
本
紀
略
』
天
長
八
年
（
八
三
一
）
八
月
乙
亥
（
十
日
）
条 

皇
帝
、
神
泉
苑
に
幸
す
。
阿
波
守
正
五
位
下
善
道
宿
祢
真
貞
、
主
税
頭
従
五
位
下
安
野
宿
祢
真
継
、

直
講

じ
き
こ
う

苅
田
宿
祢
種
継
等
を
召
し
、
論
議
せ
し
む
。
真
貞
を
推
し
て
座
首
と
為
し
、
三
伝
の
義
を
論
ぜ

し
む
。
真
継
を
推
し
て
座
首
と
為
し
、
三
礼
の
義
を
論
ぜ
し
む
。
右
近
衛
府
、
物
を
献
ず
。
雅
楽
寮
、

音
楽
を
奏
す
。
侍
臣
具
に
酔
ふ
。
酉
時
、
還
宮
す
。 

史
料
19
『
類
聚
国
史
』『
日
本
紀
略
』
天
長
九
年
（
八
三
二
）
八
月
己
巳
（
十
日
）
条 

皇
帝
、
神
泉
苑
に
幸
す
。
博
士
生
徒
等
を
喚
し
、
論
議
せ
し
む
。
禄
を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。（
下
略
）。 

 

試
験
：
呪
力
と
霊
験
の
あ
る
者
に
試
験
を
行
い
得
度
さ
せ
る
。
神
泉
苑
の
聖
地
・
霊
場
と
し
て
の
性
格
。 

史
料
20
『
文
徳
実
録
』
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
八
月
辛
未
朔
条 

別
に
勅
使
を
神
泉
苑
に
遣
し
、
諸
持
呪
、
験
有
る
者
を
試
し
度
を
聴 ゆ

る

せ
し
む
。 

 

（
三
）
遊
猟 

釣
魚 

史
料
21
『
類
聚
国
史
』・『
日
本
紀
略
』
天
長
四
年
（
八
二
七
）
四
月
癸
丑
（
二
十
三
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
し
、
遊
釣
す
。 

 

捕
鳥 鷹

狩
り
な
ど
の
方
が
魚
釣
り
よ
り
も
特
権
的
な
立
場
を
示
せ
た
。 

天
皇
は
自
ら
狩
猟
を
せ
ず
、
臣
下
が
狩
猟
を
行
う
。
獲
物
は
天
皇
に
献
上
。 

天
皇
は
狩
猟
を
観
覧
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。 
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史
料
22
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
（
八
三
六
）
二
月
壬
午
（
十
三
日
）
条 

天
皇
、
神
泉
苑
に
幸
し
、

鷂
は
い
た
か

隼
は
や
ぶ
さ

を
放
つ
。（
下
略
）。 

史
料
23
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
（
八
三
六
）
十
二
月
丙
辰
（
二
十
二
日
）
条 

天
皇
、
神
泉
苑
に
お
い
て
隼
を
放
ち
、
水
鳥
百
八
十
翼
を
獲
る
。
（
上
略
）
。 

 

（
四
）
休
息
・
遊
覧 

避
暑
地 

史
料
24
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
五
月
乙
巳
（
十
二
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
帝
、
茲 こ

こ

よ
り
以
後
、
假
日
に
至
る
ご
と
に
、
此
に
お
い
て
暑
さ
を
避
く
。 

 

池
で
の
遊
覧 

史
料
25
『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）
二
月
癸
巳
（
六
日
）
条 

神
泉
に
幸
す
。
舟
を
泛 う

か

べ
て
曲
宴
す
。 

 

観
射 

史
料
26
『
類
聚
国
史
』・『
日
本
紀
略
』
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
四
月
辛
丑
（
六
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
左
右
馬
寮
、
開
銭
四
百
貫
を
奉
献
す
。
左
右
近
衛
射
し
、
的
に
中 あ

た

れ
ば
、
銭
を
賜
ふ
。 

  

四 

恒
例
儀
式
・
年
中
行
事 

当
初
は
臨
時
の
行
幸
や
曲
宴
に
利
用
。
年
中
行
事
で
の
利
用
は
当
初
は
見
え
な
い
。 

年
中
行
事
は
、
臨
時
の
行
幸
等
と
結
び
つ
き
な
が
ら
実
施
。
さ
ら
に
、
詩
宴
を
伴
う
儀
式
が
新
設
。 

（
一
）
花
宴 

嵯
峨
天
皇
が
神
泉
苑
で
花
宴
を
実
施
（
花
宴
の
初
見
）。 

平
安
中
期
に
は
花
見
を
し
な
が
ら
漢
詩
を
作
る
宴
が
定
着
。 

史
料
27
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
二
月
辛
丑
（
十
二
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
花
樹
を
覧
じ
、
文
人
に
命
じ
て
詩
を
賦
せ
し
む
。
綿
を
賜
ふ
こ
と
差 し

な

有
り
。
花
宴

の
節
、
此
に
お
い
て
始
る
か
。 

史
料
28
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
二
月
庚
午
（
二
十
八
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
花
宴
な
り
。
文
人
に
命
じ
て
詩
を
賦
せ
し
む
。
侍
臣
及
文
人
、
綿
を
賜
ふ
こ
と
差 し

な

有
り
。 

 

（
二
）
七
月
七
日
節
会
（
相
撲
節
会
） 

相
撲
節
会
は
朝
堂
院
な
ど
で
も
行
わ
れ
た
が
、
神
泉
苑
で
の
実
施
が
恒
例
化
。 

神
泉
苑
に
お
け
る
初
見 

史
料
29
『
類
聚
国
史
』
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
七
月
壬
辰
（
七
日
）
条 

神
泉
苑
に
御
し
、
相
撲
を
観
ゆ
。
文
人
を
し
て
、
七
夕
の
詩
を
賦
せ
し
む
。
後
日
、
文
人
の
詩
に
綿

を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。 
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史
料
30
『
類
聚
国
史
』・『
日
本
紀
略
』
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
七
月
戊
子
（
十
六
日
）
条 

天
皇
、
神
泉
苑
に
幸
し
、
相
撲
を
覧
ず
。
申
刻
、
雷
雨
な
り
。
酉
剋
、
内
裏
の
西
北
の
角
の
曹
司
に

霹
靂

へ
き
れ
き

あ
り
。
左
右
近
衛
、
御
馬
に
騎
乗
し
、
馳
せ
て
内
裏
に
入
り
、
神
火
を
撲
滅
す
。
戌
刻
、
雷
声

乃
ち
止
む
、
即
ち
帝
宮
に
還
る
。
見
参
の
諸
司
官
人
の
已
下
、
衛
門
の
門
部

か

ど

べ

已
上
、
禄
を
賜
ふ
こ
と

差
有
り
。
相
撲
を
覧
ぜ
ず
。
霹
靂
に
粛
め
ば
な
り
。 

 

（
三
）
九
月
九
日
節
会
（
重
陽
節
会
） 

天
武
天
皇
の
忌
日
（
国
忌
）
に
あ
た
る
た
め
、
奈
良
時
代
は
行
わ
な
か
っ
た
。 

延
暦
十
年
（
七
九
一
）
に
天
武
天
皇
の
国
忌
が
廃
止
。 

延
暦
年
間
中
期
に
は
、
九
月
九
日
節
会
が
一
時
実
施
さ
れ
た
が
、
末
期
に
は
再
度
停
止
。 

大
同
二
年
九
月
九
日
、
平
城
天
皇
は
神
泉
苑
に
行
幸
し
、
正
月
十
七
日
大
射
を
日
程
変
更
し
て
実
施
。 

平
城
朝
で
の
九
月
九
日
行
事 

史
料
31
『
類
聚
国
史
』・『
日
本
紀
略
』）
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
九
月
癸
巳
（
九
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
し
て
、
射
を
観
ゆ
。
詔
し
て
曰
く
、「
今
詔
す
ら
く
、
弓
射
つ
か
わ
す
事
は
、
本
よ
り
正

月
の
行
事
な
り
。
但
し
正
月
は
、
三
節
の
豊

楽

と
よ
の
あ
か
り

聞
食

き
こ
し
め

し
、

雑
く
さ
ぐ
さ

の
事
も
繁
く
、
暇

い
と
ま

無
き
月
な
り
。

此
の
月
は
、
時
も
涼
し
く
、
射

礼

ゆ
み
の
お
こ
な
い

つ
か
わ
す
に
も
便

た
よ
り

に
在
り
。
又
九
月

な
が
つ
き

九
日

こ
こ
の
か

は
、
菊
花
の
豊
楽
聞

食
す
日
に
在
れ
ど
も
、
忌
み
避
く
る
所
有
る
に
依
り
て
、
比
年

と
し
ご
ろ

の
間
停 と

ど

め
き
と
な
も
聞
行

き
こ
し
め

す
。
然
れ
ど

も
時
節

と
き
ふ
し

と
云
ふ
物
は
、
虚
擲

む

な

し
く
す
可
か
ら
ず
と
、
昔
よ
り
云
ひ
来
た
る
事
も
在
る
に
依
り
て
な
も
、

此
の
豊
楽
聞
食
し
始
め
賜
ふ
。
故
是

か
れ
こ
れ

を
以
て
御
酒

み

き

賜
へ
、
え
ら
き
退
く
と
し
て
な
も
、
酒
幣

さ
か
ま
い

の
大

物

お
お
み
も
の

賜
は
く
と
宣 の

り
た
ま
う
」
と
。
親
王
已
下
文
人
已
上
に
物
を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。 

 

九
月
九
日
節
会
の
定
例
化 

嵯
峨
天
皇
は
大
射
を
正
月
十
七
日
に
復
し
て
実
施
。
神
泉
苑
で
の
九
月
九
日
節
会
が
定
例
化
。 

史
料
32
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
九
月
甲
子
（
九
日
）
条 

（
上
略
）。
神
泉
苑
に
幸
し
て
、
侍
従
已
上
に
宴
す
。
妓
を
奏
す
。
文
人
に
命
じ
て
詩
を
賦
せ
し
む
。

五
位
已
上
及
び
文
人
に
禄
を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。 

 

弘
仁
五
年
に
九
月
九
日
節
会
を
節
会
か
ら
外
し
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
。 

弘
仁
九
年
以
降
、
弘
仁
三
年
と
同
様
の
方
式
で
実
施
。 

三
月
三
日
節
会
を
代
わ
り
に
廃
止
（
神
泉
苑
を
会
場
と
し
て
い
た
）
。 

史
料
33
『
類
聚
国
史
』・『
日
本
紀
略
』
天
長
五
年
（
八
二
八
）
九
月
壬
辰
（
九
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
重
陽
の
詩
を
賦
せ
し
む
。
禄
を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。 

 

（
四
）
三
月
三
日
節
会
（
曲
水
宴
） 

平
城
天
皇
の
詔
に
応
じ
た
詩
で
、
大
同
二
年
の
も
の
（
大
同
三
年
は
停
止
）
。 

史
料
34
『
凌
雲
集
』
外
従
五
位
上
行
山
城
介
高
丘
宿
祢
第
越
二
首 

三
月
三
日
宴
を
神
泉
苑
に
侍
し
詔
に
応
へ
る
。（
中
略
）。 

 

神
泉
苑
に
お
い
て
宴
に
侍
し
落
花
を
賦
す
製
に
応
へ
る
。
（
下
略
）。 
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（
五
）
御
霊
会 

多
く
の
住
民
が
い
る
平
安
京
は
、
年
月
が
過
ぎ
る
ほ
ど
問
題
を
か
か
え
て
い
く
。 

政
治
的
問
題
で
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の
祟
り
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た
。 

そ
れ
ら
を
御
霊
と
し
て
祀
り
、
慰
撫
す
る
こ
と
で
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
。 

九
世
紀
中
頃
以
降
、
神
泉
苑
は
宗
教
的
な
性
格
が
増
す
。 

雨
乞
い
の
祈
祷
や
御
霊
会
を
行
う
霊
場
と
な
る
。 

貞
観
五
年
（
八
六
三
）
の
疫
病
流
行
の
際
、
神
泉
苑
で
御
霊
会
を
行
う
。 

 

祇
園
祭
（
祇
園
御
霊
会
）
へ
と
繋
が
る
（
八
坂
神
社
（
祇
園
社
）
か
ら
神
泉
苑
へ
鉾
を
立
て
て
行
列
）。 

八
坂
神
社
本
殿
下
の
「
龍
穴
」
は
、
神
泉
苑
に
通
じ
て
い
る
と
の
伝
承
が
あ
る
。 

霊
場
と
し
て
の
機
能 

民
間
で
は
、
疫
病
の
流
行
す
る
春
か
ら
秋
に
か
け
て
恒
例
の
祭
礼
が
あ
っ
た
。 

神
泉
苑
で
の
朝
廷
に
よ
る
祭
祀
は
、
民
間
祭
祀
を
取
り
入
れ
た
も
の
。 

史
料
35
『
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
三
月
二
十
三
日
条 

百
二
十
の
僧
を
内
殿
、
中
宮
、
神
泉
苑
の
三
処
に
延 ひ

き
、
相
分
け
て
、
大
般
若
経
を
転
読
せ
し
む
こ

と
、
三
日
を
限
り
て
訖

お
は
り

ぬ
。 

 

貞
観
期
の
御
霊
会 

神
泉
苑
に
祭
壇
を
設
け
、
崇
道
天
皇
（
早
良
親
王
）
、
伊
予
親
王
と
藤
原
夫
人
（
伊
予
親
王
の
母
吉

子
）、
観
察
使
（
藤
原
仲
成
）、
橘
逸
勢
、
文
室
宮
田
麻
呂
を
祀
っ
て
慰
撫
。 

史
料
36
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
五
月
二
十
日
条 

神
泉
苑
に
お
い
て
御
霊
会

ご
り
ょ
う
え

を
修
す
。
勅
し
て
、
左
近
衛
中
将
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
基
経
、
右
近
衛
権

中
将
従
四
位
下
兼
行
内
蔵
頭

く
ら
の
か
み

藤
原
朝
臣
常
行
等
を
遣
し
、
会
の
事
を
監
せ
し
む
。
王
公
卿
士
、
赴
き
集

ひ
共
に
観
る
。
霊
座
六
前
、
几
筵

き

え

ん

を
設
け
施
し
、
花
果
を
盛
り
陳 な

ら

べ
て
、
恭
し
く
敬
い
薫
修
す
。
律
師

慧
達

え

た

つ

を
延 ひ

き
講
師

こ

う

じ

と
為
す
。
金
光
明
経
一
部
、
般
若
心
経
六
卷
を
演
説
す
。
雅
楽
寮
の
伶
人
に
命
じ
て

楽
を
作
ら
せ
し
む
。
帝
の
近
侍
の
児
童
及
び
良
家
の
稚
子
を
以
て
舞
人
と
為
す
。
大
唐
、
高
麗

こ

ま

は
更
に

出
て
舞
ふ
。
雑
伎
、
散
楽
、
競
ひ
て
其
の
能
を
尽
く
す
。
此
の
日
の
宣
旨
、
苑
の
四
門
を
開
き
、
都
邑

と

ゆ

う

の
人
の
出
入
と
縦
観
を
聴
す
。
所
謂

い
わ
ゆ
る

御
霊
は
、
崇
道
天
皇
、
伊
予
親
王
、
藤
原
夫
人
、
及
び
観
察
使
、

橘
逸
勢

は
や
な
り

、
文
室

ふ
ん
や
の

宮
田

み

や

た

麻
呂

ま

ろ

等
、
是
な
り
。
並
び
に
事
に
坐
し
誅
せ
ら
る
。
寃
魂
、
厲 お

に

と
成
る
。
近
代
以

来
、
疫
病
繁
発
し
、
死
亡
甚
だ
衆 お

お

し
。
天
下
以
為

お
も
へ
ら

く
、
此
の
災
、
御
霊
の
生
む
所
な
り
。
京
畿
よ
り
始

り
、
爰 こ

こ

に
外
国
に
及
ぶ
。
夏
天
秋
節
に
至
る
ご
と
に
、
御
霊
会
を
修
し
、
徃
々

お
う
お
う

に
し
て
断
た
ず
。
或
は

仏
を
礼
し
経
を
説
く
。
或
は
歌
ひ
且 か

つ

は
舞
ふ
。
童
貫
の
子
を
し
て
粧
を
靚

よ
そ
お

ひ
馳
射
せ
し
む
。
膂

力

り
ょ
り
ょ
く

の

士
、
袒
裼

た
ん
せ
き

し
て
相
撲
せ
し
む
。
騎
射
、
芸
を
呈
し
、
走
馬
、
勝
を
争
ふ
。
倡
優
嫚
戯

し
ょ
う
ゆ
う
ま
ん
ぎ

し
て
、
遞

た
が
ひ

に
相

誇
り
て
競
は
せ
し
む
。
聚 あ

つ

ま
り
て
観
る
者
、
填
咽

て
ん
え
つ

せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
遐
迩
因
循

か
じ
ん
い
ん
じ
ゅ
ん

に
し
て
、
漸

よ
う
や

く
風

俗
を
成
す
。
今
茲

こ

と

し

春
の
初
め
、
咳 が

い

逆
ぎ
ゃ
く

、
疫
を
成
す
。
百
姓
多
く
斃 た

お

る
。
朝
廷
、
為
に
祈
り
、
是
に
至

り
て
乃
ち
此
の
会
を
修
す
。
以
て
宿
祷
に
賽 さ

い

せ
し
む
な
り
。 
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五 
水
の
利
用 

（
一
）
祈
雨 

神
泉
苑
で
祈
雨
を
修
さ
せ
た
。 

九
世
紀
後
半
に
は
、
祈
雨
の
修
法
の
場
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。 

離
宮
と
し
て
の
利
用
は
減
少
し
て
い
く
。 

弘
仁
十
年
の
祈
雨
に
よ
っ
て
、
神
泉
苑
の
性
格
が
大
き
く
方
向
づ
け
ら
れ
る
。 

史
料
37
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
五
月
甲
午
（
十
七
日
）
条 

神
泉
苑
に
幸
す
。
貴
布
祢

き

ぶ

ね

社
に
奉
幣
し
、
祈
雨
す
。 

史
料
38
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
六
月
十
五
日
条 

（
上
略
）
。
六
十
僧
を
大
極
殿
に
屈
し
、
三
箇
日
を
限
り
と
し
、
大
般
若
経
を
転
読
せ
し
む
。
十
五

僧
を
神
泉
に
お
い
て
、
大
雲
輪
請
雨
経
法
を
修
せ
し
む
。
並
び
に
祈
雨
な
り
。（
下
略
）。 

 

空
海
と
祈
雨 

神
泉
苑
に
は
空
海
の
逸
話
が
残
る
。 

神
泉
苑
の
池
に
は
竜
神
が
い
て
、
祈
雨
に
効
果
を
示
す
（
龍
神
は
雨
を
司
る
）。 

史
料
39
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四 

第
四
十
一
「
弘
法
大
師
請
雨
経
法
を
修
し
て
雨
を
降
ら
せ
た
る
語 こ

と

」 

今
は
昔
、
■
■
天
皇
の
御
代
に
、
天
下
旱
魃
し
て
、
万

よ
ろ
ず

の
物
皆
焼
畢

お
は
り

て
枯
れ
尽 つ

き

た
る
に
、
天
皇
、
此

れ
を
歎
き
給
ふ
。
大
臣
以
下
の
人
民
に
至

い
た
る

ま
で
、
此
れ
を
歎
か
ず
と
云
ふ
事
無
し
。
其
の
時
に
、
弘

法
大
師
と
申
す
人
在 あ

り

ま
す
。
僧
都

そ

う

ず

に
て
在
し
け
る
。
時
に
天
皇
、
大
師
を
召 め

し

て
、
仰
せ
給

た
ま
ひ

て
云 い

は

く
、

「
何 い

か

に
し
て
か
、
此
の
旱
魃
を
止
て
、
雨
を
降
し
て
、
世
を
助
く
べ
き
」
と
。
大
師
、
申

も
う
し

て
云
く
、

「
我
が
法
の
中
に
、
雨
を
降
す
法
有
り
」
と
。
天
皇
、「

速
す
み
や
か

に
其
の
法
を
修
す
べ
し
」
と
て
、
大
師

の
言 こ

と

ば
に

随
し
た
が
ひ

て
、
神
泉
苑
に
し
て
請
雨
経
の
法
を
修
め
給
ふ
。
七
日
に
法
を
修
す
る
間
、
壇
の
右
の

上
に
五
尺
許

ば
か
り

の
蛇
出 い

で

来
た
り
。
見
れ
ば
、
五
寸
許
の
金
の
色
し
た
る
を
戴
け
り
。
暫
許

と
ば
か
り

有 あ
り

て
、
蛇
、

只
寄
り
に
寄
来
て
池
に
入
ぬ
。
而 し

か

る
に
、
廿
人
の
僧
、
皆
居
並
た
り
と
云
へ
ど
も
、
其
の
中
に
止
事

や
む
ご
と

無

き
伴
僧
四
人
こ
そ
、
此
の
蛇
を
見
け
れ
。
僧
都
は
た
更
也
。
此
れ
を
見
給
ふ
に
、
一
人
止
事
無
き
伴
僧

有
て
、
僧
都
に
申
し
て
云
く
、「
此
の
蛇
の
現
ぜ
る
は
何
な
る
相
ぞ
」
と
。
僧
都
、
答
へ
て
宣
は
く
、

「
汝
ぢ
、
知
ら
ず
や
。
此
れ
は
天
竺
に
阿
耨
達
池

あ

く

の

だ

つ

ち

と
云
ふ
池
有
り
。
其
の
池
に
住
む
善
如

ぜ
ん
に
ょ

竜
王
、
此
の

池
に
通
ひ
給
ふ
。
然 し

か

れ
ば
、
此
の
法
の
験 し

る

し
有
ら
む
と
て
、
現
ぜ
る
也
」
と
。 

而
る
間
、
俄

に
わ
か

に
陰

く
も
り

て
、
戌
亥

い

ぬ

い

の
方
よ
り
黒
き
雲
出
来
て
、
雨
降
る
事
、
世
界
に
皆
な
普

あ
ま
ね

し
。
此
れ
に
依
て
、
旱
魃
止
ぬ
。

此
よ
り
後
、
天
下
旱
魃
の
時
に
は
、
此
の
大
師
の
流
を
受 う

け

て
、
此
の
法
を
伝
へ
た
る
人
を
以
て
、
神
泉

苑
に
し
て
此
の
法
を
行
な
は
る
る
也
。
而
る
に
必
ず
雨
降
る
。
其
の
時
に
阿
闍
梨
に
勧
賞
を
給
は
る

事
、
定

さ
だ
ま

れ
る
例
也
。
于
今

い

ま

に

絶
え
ず
と
な
む
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。 
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（
二
）
灌
漑
・
池
水
の
開
放 

九
世
紀
中
頃
か
ら
、
日
照
り
の
際
に
水
門
を
開
い
た
。 

王
権
が
独
占
的
に
支
配
す
る
空
間
で
あ
る
神
泉
苑
を
民
衆
に
開
放
。 

史
料
40
『
祈
雨
記
』
醍
醐
天
皇 

開
神
泉
水
関
事 

延
喜
八
年
月
日
、
大
中
臣
、
神
泉
の
水
関
を
開
く
こ
と
を
申
す
。
先
例
は
直 じ

か

に
百
姓

ひ
ゃ
く
せ
い

、
之
を
請
い

給
ふ
に
依
る
な
り
。
又
、
貞
観
中
、
此
の
水
を
給
ふ
。
少
納
言
を
し
て
六
衛
府
の
舎
人

と

ね

り

各
三
人
及
び

相
撲
人
十
人
、
駕
輿
丁

が

よ

て

い

等
を
率
い
、
出
水
を
開
く
を
監
せ
し
む
。（
下
略
）。 

史
料
41
『
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
九
月
十
七
日
条 

是
の
月
、
京
師
人
家
井
び
に
泉
、
皆
悉
く
枯
竭

こ

け

つ

す
。
水
を
有
す
る
所
の
処
、
人
、
相
借
り
汲
み
用
ふ
。

是
の
日
、
勅
し
て
神
泉
苑
の
西
北
門
を
開
き
、
諸
人
、
水
を
汲
む
を
聴 ゆ

る

す
。 

 

祈
雨
の
修
法
以
外
に
も
、
水
を
流
す
こ
と
が
祈
雨
と
同
様
の
意
味
を
持
っ
た
。 

神
泉
苑
の
水
を
給
水
す
る
こ
と
で
、
雨
が
降
る
効
果
が
あ
る
と
の
認
識
が
広
ま
る
。 

史
料
42
『
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
七
月
十
日
条 

神
泉
苑
の
水
を
引
き
、
城
南
の
民
の
田
を
漑
潅

が
い
か
ん

す
。
一
日
一
夜
に
し
て
水
脈
涸
竭

こ

け

つ

す
。
（
下
略
）。 

 

（
三
）
止
雨 

史
料
43
『
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
五
月
廿
二
日
条 

二
十
日
よ
り
大
雨
な
り
。
漸
く
苗
稼
を
没
す
。
是
に
よ
り
て
、
神
泉
苑
に
お
い
て
、
潅
頂
経
法
を
修

す
こ
と
、
限
り
て
三
日
を
以
て
す
。
止
雨
を
祈
る
な
り
。 
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